
古
代
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
～
と
よ
か
わ
の
古
墳
～

　

3
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
7
世
紀
ご
ろ
ま
で
に
造
ら
れ
た
有
力
者
た
ち
の
墓
・
古
墳
。
先
人
た
ち
が
眠
る
古
墳
の

数
は
、
日
本
各
地
で
15
万
基
以
上
に
上
り
、　

市
内
で
も
お
よ
そ
4
0
0
基
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
千
数
百
年
前
か
ら
残
る
遺
跡
が
、
ま
ち
の
至
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
築
造
当
時
の
こ
と
を
記
す
記
録
は
少
な
く
、
古
墳
時
代
の
状
況
に
つ
い
て
多
く
は
不
明
な
ま
ま
で
あ

る
た
め
、
今
も
な
お
、
全
国
各
地
で
遺
跡
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
も
、
ま
ち
の
歴
史
を
読
み
解
く

た
め
、
こ
れ
ま
で
古
墳
な
ど
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
発
掘
調
査
に
よ
り
新
た
に
解
明
さ
れ
た
と
よ
か
わ
の
歴
史
や
市
内
の
古
墳
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
先
人
た
ち
が
残
し
た
古
墳
を
守
り
、
次
代
に
伝
え
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
生
涯
学
習
課
（
88
局
8
0
3
5
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特集

船山第1号墳発掘調査時の様子2 2018年8月  広報とよかわ
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4
船山第1号墳
（八幡町）

久保古墳
（久保町）

糟塚古墳
（小坂井町）

観音山古墳
（小坂井町）

上野第1号墳
（上野）

丸塚1号墳
（東上町）

音羽支所●

御津支所●

小坂井支所●

一宮支所●

3
1

●豊川市役所

　

市
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
持
つ
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
消
滅
し
て
し

ま
っ
た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
も
な
お
、
古
墳
の
形
を
と
ど
め
、

ま
ち
に
存
在
し
続
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
市
内
に
現
存
す
る
主
な
古

墳
を
紹
介
し
ま
す
。

旗頭山尾根古墳群（金沢町）
6世紀後半～7世紀初頭

土ではなく石が積まれ
た古墳が24基並ぶ。全
国でも限られた地域で
しか見ることができない。

　

3
世
紀
ご
ろ
の
日
本
に
は
い
く
つ
も

の
小
さ
な
国
が
あ
り
、
各
国
の
指
導
者

（
首
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
を
治
め
て

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
畿
内
（
近

畿
地
方
の
一
部
）
を
中
心
と
し
て
有
力

な
政
治
勢
力
・
大
和
政
権
が
誕
生
し
、

最
高
権
力
者
に
大
王
（
後
の
天
皇
）
を

置
い
て
、
次
第
に
各
国
を
統
一
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
地
位
や
身
分

の
高
い
人
を
ま
つ
る
た
め
数
多
く
の
古

墳
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
古
墳
の
形
や
大

き
さ
な
ど
は
、
ま
つ
ら
れ
て
い
る
人
の

地
位
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
中

で
も
前
方
後
円
墳
は
、
大
王
や
そ
の
一

族
、
大
和
政
権
と
密
接
な
関
係
を
持
つ

各
国
の
首
長
の
た
め
に
造
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
最
も
位
が
高
い
古

墳
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
畿

内
に
あ
る
箸
墓
古
墳
（
奈
良
県
・
墳
長

2
8
0
㍍
）
や
大
山
古
墳
（
大
阪
府
・

墳
長
4
8
6
㍍
）
な
ど
の
前
方
後
円

墳
は
、
大
王
の
墓
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

古
墳 

が
造
ら
れ
た
時
代

と
よ
か
わ 

古
墳 
ま
っ
ぷ

　

大
和
政
権
の
勢
力
が
全
国
的
に
広
が

る
と
、
従
属
す
る
国
々
の
首
長
に
も
前

方
後
円
墳
を
造
ら
せ
ま
し
た
。
各
地
に

巨
大
な
古
墳
を
築
く
こ
と
は
、
大
和
政

権
の
力
を
民
衆
や
他
国
に
誇
示
す
る
意

味
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
一
方
で
、

地
方
の
小
豪
族
や
大
和
政
権
と
の
関
係

が
薄
い
国
の
首
長
な
ど
は
前
方
後
円
墳

の
築
造
を
許
可
さ
れ
ず
、
円
墳
や
方
墳

な
ど
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

1

円墳
他

丘陵から
絶景が

望めます！

畿
内
に
有
力
勢
力
現
る
!?

古
墳
築
造
の
背
景

前
方
後
円
墳
は
従
属
の「
証
」

全
国
に
広
が
る
古
墳

前方後円墳前方後方墳

円墳方墳

古墳を代表す
る鍵 穴 の 形。
古墳の中で最
も位が高い。

全古墳数の約
9 割を占める
1 番ポピュラ
ーな古墳。

方形と台形を
合わせた形。
全国で500例
ほど。

数は円墳の次
に多い。後期
には大王陵と
しても採用。

❖
い
ろ
い
ろ
な
古
墳
の
形

❖
古
墳
が
造
ら
れ
た「
古
墳
時
代
」

古 

墳 

豆 

知 

識

縄文

弥生

古墳

飛
鳥

奈良

日本の主な歴史西暦時代

57

239

593
604

645
710

乙巳の変（大化の改新）
都を奈良（平城京）に移す

十七条憲法制定
聖徳太子が摂政になる
大和政権の統一が進む

邪馬台国の卑弥呼が魏に
使いを送る

倭の奴国王が後漢に
使いを送る

3



古代からのメッセージ ～とよかわの古墳～特集
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4
船山第1号墳
（八幡町）

久保古墳
（久保町）

糟塚古墳
（小坂井町）

観音山古墳
（小坂井町）

上野第1号墳
（上野）

丸塚1号墳
（東上町）

音羽支所●

御津支所●

小坂井支所●

一宮支所●

3
1

●豊川市役所

赤塚山1号墳（市田町）
6世紀末～7世紀初頭

穴観音古墳（御津町）
7世紀初頭

念仏塚1号墳（大木町）
5世紀中ごろ～6世紀初頭

船山古墳（御津町）
6世紀前半

赤塚山公園の「歴史エリア」にある直
径約17㍍の円墳。現在は土をかぶせ
られ小山の下に保存されている。

直径約20㍍の円墳。横穴式石室が
良好な状態で残っており、市内に現
存する古墳の中で、石室の中をの
ぞくことができる数少ない古墳。

全長約37㍍の前方後
円墳。盗掘されたと思
われる穴があるが、今で
も前方後円墳の形を美
しく残す。

炭焼（平）古墳群（東上町）
6世紀後半～7世紀後半

かつては40基以上存在していたが、
現在は全長約16㍍の前方後円墳と
数基の円墳が残る。鳥形の装飾が施
された壷が出土した。

かつては8基の古墳群だったが、現在
は全長約30㍍の前方後円墳1基だ
けが残る。古墳群からは人物をかたど
った形象埴輪が出土した。

23

4

5

6

出土は全国で30例ほどだけ！

鳥鈕蓋付台付壷
（桜ヶ丘ミュージ

アム所蔵）

名前に『船山』が付く
古墳は市内に2カ所！

前方
後円墳

円墳

円墳 前方
後円墳

前方
後円墳

他

左：あぐらの人物、右：力士
（桜ヶ丘ミュージアム所蔵）

春はお花見スポットに！

❖
被
葬
者
が
眠
る「
石
室
」

❖
古
墳
か
ら
出
土
す
る
も
の

竪穴式石室

横穴式石室

埴
輪

副
葬
品

　

古
墳
上
に
並
べ
ら
れ
た
焼
き
物
。
円
筒

埴
輪
と
、
家
や
人
物
な
ど
を
か
た
ど
っ
た

形
象
埴
輪
の
2
種
類
が
あ
る
。

　

被
葬
者
に
添
え
ら
れ
た
品
々
。
鏡
や
鉄

製
武
具
、
鉄
製
農
具
、
装
身
具
、
須
恵
器

な
ど
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
。

円筒埴輪
（上野古墳群出土）

勾玉（炭焼（平）
古墳群出土）

海獣葡萄鏡
（市内出土）

　

古
墳
の
中
に
あ
る
被
葬
者
が
眠
る
棺
を

安
置
し
た
石
室
。
穴
を
掘
り
棺
を
置
い
た

後
、
上
に
石
を
積
ん
で
穴
を
閉
じ
る
「
竪

穴
式
石
室
」
と
、
入
口
が
造
ら
れ
、
複
数

回
埋
葬
で
き
る
「
横
穴
式
石
室
」
が
あ
る
。

石

石
石室

棺

棺

石室
石

石
石室

棺

棺

石室
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船
山
第
1
号
墳
は
、
昭
和
26
年
か
ら

平
成
29
年
ま
で
、
計
12
回
の
発
掘
調
査

や
測
量
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
戦

前
の
道
路
建
設
や
戦
時
中
の
採
土
な
ど

に
よ
り
、
現
在
は
築
造
当
初
の
姿
を
と

ど
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
に
よ
り
、
本
来
の
古
墳
の
規
模
は
、

全
長
約
95
㍍
、
高
さ
約
7
・
5
㍍
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
で
は
、
地
中
に
残
る
遺
跡
を
掘

り
出
し
、
土
器
な
ど
の
遺
物
が
出
土
す

る
と
、
何
が
、
ど
の
場
所
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
状
態
で
出
土
し
た
か
、
記
録
し

て
い
き
ま
す
。
調
査
で
得
た
記
録
が
古

墳
の
重
要
な
情
報
と
し
て
将
来
ま
で
伝

え
ら
れ
て
い
く
た
め
、
作
業
は
発
掘
作

業
員
の
手
で
慎
重
に
行
わ
れ
、
細
か
く

記
録
し
て
い
き
ま
す
。
船
山
第
1
号
墳

か
ら
は
古
墳
の
表
面
に
敷
き
詰
め
ら
れ

た
葺
石
や
埴
輪
・
土
器
な
ど
が
出
土
し
、

そ
れ
に
よ
り
古
墳
の
大
き
さ
や
形
に
加

え
、
歴
史
的
な
背
景
な
ど
が
徐
々
に
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

姫
街
道

平尾街道 上宿

1

2

3

調査箇所の一部。
土の流出防止や装
飾のために使われ
た葺石が出土
発掘作業の様子。
斜面での作業も出
土品を傷つけない
よう慎重に行う
出土した円筒埴輪。
古墳の上に並べら
れていたことが分
かる

1

2

3

上空から見た船山第 1 号墳

歴
史
解
明
の
手
掛
か
り「
発
掘
調
査
」

先人の足跡から
想像してほしい

　市内にある遺跡の発掘に33年携わっています。船山第1号
墳での発掘作業は、ほぼ全てを手作業で行いました。規模が
とても大きいため、土の量が多く、発掘人生で一番大変でした
が、作業を進めていくと新しい発見に出会うことができました。
また、先人たちが残した足跡の調査を微力ながら手伝えたこ
とは、私の誇りでもあります。
　今なら船山第1号墳の迫力ある断面を見ることができます。
ぜひ皆さんにも直接古墳を見てもらい、古墳を作った人たちの
苦労や当時の様子を想像してほしいです。

発掘作業員
　大場 たか子 さん

INTERVIEW

三河最大級の前方後円墳

船山第1号墳
　5 世紀後半に造られたとされる八幡町にある船山第 1 号
墳。三河最大級の大きさを誇るこの古墳は、過去 12 回、
発掘調査などが行われました。

5



船山第1号墳の
発掘調査結果は

「第一級資料」

　

私
は
、
全
国
に
あ
る
古
墳
に
つ
い
て

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
船
山
第
1
号
墳

に
注
目
し
た
理
由
は
、
地
方
最
大
規
模

の
古
墳
に
お
け
る
大
き
な
調
査
は
、
大

変
ま
れ
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

畿
内
に
あ
る
大
王
級
古
墳
の
多
く

は
、
宮
内
庁
管
理
の
陵
墓
や
国
特
別
史

跡
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
調
査
は

厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
調
査
・
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

船
山
第
1
号
墳
で
は
、
充
実
し
た
調

査
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
築
造
技

術
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
船

山
第
1
号
墳
と
畿
内
と
の
共
通
点
が
判

明
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
古
墳

を
造
る
手
順
に
つ
い
て
は
、
畿
内
の
工

法
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
域
独
自
の
工

法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た

発
掘
調
査
の
中
で
こ
う
し
た
事
例
は
な

く
、
大
変
貴
重
な
発
見
と
な
っ
て
い
ま

す
。
先
人
た
ち
の
知
恵
に
よ
っ
て
造
ら

れ
た
船
山
第
1
号
墳
は
、
こ
の
地
域
の

誇
る
べ
き
財
産
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
結
果
は
、
ま
だ
解

明
さ
れ
て
い
な
い
全
国
各
地
の
古
墳
を

知
る
た
め
の
第
一
級
資
料
と
な
り
ま

す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
資
料
は
、今
後
、

巨
大
古
墳
構
築
の
技
術
解
明
に
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

専修大学文学部教授
　土生田 純之 さん

　
　
　

全
国
で
た
っ
た
30
例
ほ
ど
！

　
　
　

畿
内
で
も
使
わ
れ
て
い
た
土
器

POINT
2

笊形土器（一部）古墳の断面図

　
　
　

畿
内
で
み
ら
れ
る
特
殊
な
技
術

　
　
　
「
土
塊
積
み
技
術
」

POINT
3

　

古
墳
は
、
形
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
被

葬
者
の
位
や
権
力
を
示
し
て
い
ま
す
。

船
山
第
1
号
墳
は
、
最
上
位
と
さ
れ
る

前
方
部
・
後
円
部
と
も
に
3
段
で
構
成

さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
地
域
を
治
め
て
い
た
首
長
の

墓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

船
山
第
1
号
墳
か
ら
発
掘
さ
れ
た
出

土
品
の
中
に
、
笊ざ

る
が
た形

土
器
と
よ
ば
れ
る

　

発
掘
調
査
で
は
、
船
山
第
1
号
墳
の

被
葬
者
と
畿
内
と
の
関
係
を
表
す
手
掛

か
り
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

POINT
1

　
　
　

被
葬
者
は
こ
の
地
域
の
ト
ッ
プ

　
　
　

3
段
構
成
の
最
上
位
古
墳

畿
内
の
大
王
墓
を
中
心
に
用
い
ら
れ
た

土
器
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
内

で
は
初
と
な
る
発
見
で
、
国
内
に
お
い

て
30
例
ほ
ど
し
か
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
船
山
第
1
号
墳

　

船
山
第
1
号
墳
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
状
に

切
り
出
し
た
土
を
盛
る
「
土ど

塊か
い

積
み
技

術
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
の
方
法
は
、
畿
内
を
中
心
に

使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
船
山
第
1
号

墳
と
同
時
期
に
造
ら
れ
た
県
内
の
古
墳

に
お
い
て
は
確
認
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
船
山

第
1
号
墳
を
造

る
際
、
畿
内
か

ら
古
墳
築
造
の

技
術
者
が
派
遣

さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

3 段構成の
前方後円墳

（イメージ図）

の
被
葬
者
は
、

畿
内
と
密
接
な

関
係
が
あ
っ
た

と
推
測
で
き
ま

す
。

ブロック状の
土の塊

新
た
に
発
見
さ
れ
た
畿
内
と
の
つ
な
が
り
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毎
年
、
市
内
の
小
学
6
年
生

が
社
会
科
の
授
業
で
資
料
館
へ

見
学
に
来
て
く
れ
ま
す
。
資
料

館
に
は
古
墳
か
ら
出
土
し
た
土

器
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、

実
物
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
豊

川
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
歴
史
を
学
び
、
新
た

な
発
見
を
す
る
こ
と
で
、
歴
史

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と

な
っ
た
り
、
郷
土
へ
の
愛
着
が

増
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
実

物
を
見
る
こ
と
で
、
当
時
の
暮

ら
し
の
イ
メ
ー
ジ
が
ふ
く
ら

み
、
思
考
力
・
想
像
力
が
育
ま

れ
ま
す
。
こ
の
力
が
、
こ
れ
か

当
時
の
暮
ら
し
に

　

触
れ
る
体
験
を

ら
生
き
て
い
く
上
で
た
い
せ
つ

な
力
に
な
る
の
で
す
。

　

素
晴
ら
し
い
歴
史
が
私
た
ち

の
地
域
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

こ
に
来
て
、
古
代
の
人
々
の
営

み
を
想
像
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

三河天平の里資料館　竹田 寛

御津神社宮司　渡辺 鑵治 さん

遺跡を守り、後世へ。
千年以上も前から、地域に残されてきた古墳。

その背景には、地域の方々が歴史を守り、次代に伝える活動がありました。

INTERVIEW

地
域
の
文
化
財
を

　

守
っ
て
い
く　

御
津
神
社
は
、
御
津
町
広
石

に
あ
る
船
山
古
墳
の
維
持
管
理

を
し
て
お
り
、
毎
年
夏
と
秋
に

は
神
社
の
役
員
で
あ
る
氏
子
総

代
の
方
々
が
草
刈
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
全
長
37
㍍
、
高
さ
4

㍍
も
の
大
き
さ
の
古
墳
で
あ
る

た
め
大
変
な
作
業
と
な
り
ま
す

が
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の「
ご

苦
労
さ
ま
」
と
い
っ
た
声
援
を

励
み
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
八
幡
町
の
船
山
第

1
号
墳
に
次
ぐ
大
き
さ
の
前
方

後
円
墳
で
す
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト

ほ
ど
の
規
模
で
は
な
い
で
す

が
、
大
昔
の
古
墳
が
地
域
に
存

在
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
、
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

　

船
山
古
墳
は
、
1
4
0
0

年
余
り
の
長
い
歴
史
を
持
つ
た

い
せ
つ
な
地
域
の
文
化
財
で

す
。
こ
の
文
化
財
を
氏
子
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
守
り
、

次
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

INTERVIEW

ボランティアガイドの説明を聞きな
がら資料館に展示された土器など
を見る児童たち

こんな立派な遺跡が

豊川にあると知って

うれしかった！
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先人たちの
 メッセージに
　耳を傾ける。

　

古
墳
時
代
が
終
わ
り
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
船
山
第
1
号
墳
が
あ
る
八
幡
町
付
近

は
、
三
河
国
の
国
府
が
置
か
れ
、
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
、
三
河

地
域
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

　

市
内
に
残
さ
れ
た
先
人
た
ち
の
数
々
の
遺
産
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
ま
ち

の
歴
史
や
歩
み
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
語
り
掛
け
、
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
知
る
こ
と
は
、
ま
ち
の
新
た
な
一
面
を
知
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ま
ち
の
未

来
を
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
も
な
お
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
古
墳
。
古
墳
に
触
れ
、
先
人

た
ち
が
語
り
掛
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
未
来
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
な
の
で
す
。

INFORMATION

三河天平の里
資料館

古墳の出土品などの展示をしています。豊川の歴史に触れてみませんか。

桜ヶ丘
ミュージアム

開館時間▶9：00～17：00
休館日▶月曜日（企画展開
催期間は開館）、年末年始
※臨時休館の場合あり
所在地▶桜ケ丘町79－2
問合せ▶85－3775

開館時間▶9：00～17：00
休館日▶火曜日（祝日の場合
は開館）、祝日の翌日、年末年
始※臨時休館の場合あり
所在地▶八幡町忍地127－1
問合せ▶88－5881

旧石器時代からの豊川の
歴史資料を展示しています。

DATA DATA

ボランティアガイドの説明を
聞きながら見学できます。

古墳の出土品などの展示をしています。豊川の歴史に触れてみませんか。

船山古墳（御津町）から望む朝日
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